
市販用介護食品の
選び方について

摂食嚥下

実践ラボ

市販の介護食品は、かたさが均一に作られていることが特徴です。
家庭の食事は気をつけても、なかなか介護食品のように形態を均一に
することが難しいです。

ユニバーサルデザインフード（UDF）とは

市販の介護⾷品のかたさを⺬す表⺬にユニバーサルデザインフードがあります。

⽇常の⾷事から介護⾷まで幅広くお使いいただける、⾷べやすさに配慮した⾷品です。

利⽤者が選択する際の⽬安として、⾷品を「かたさ」や「粘度」に応じて4段階に分けられて

います。

常⾷に近い形態から、「容易にかめる」、「⻭ぐきでつぶせる」、「⾆でつぶせる」、

「かまなくてよい」という分類があります。

このように段階に分かれて⾷事形態が均⼀になっているのは、安全に⾷事を摂取する上で

⾮常に重要です。



専門家に相談する

区分の選び⽅は、かかりつけの医師、⻭科医師、栄養⼠などの

医療介護従事者にどの区分が適切か聞いてみることが⼀番重要です。

本人の嗜好に合わせて選ぶ

また⾊々な料理が出ており、味もとても美味しいです。

選び⽅は純粋に、ご本⼈の好きなメニューと適切な⾷事形態

で選んで良いと思います。

ご家族が判断する場合

ご家族で判断される場合には少しずつ試して、

介護者のかむ⼒、飲み込む⼒に合わせて選択

してみましょう。

「容易にかめる」は通常の⾷事では少しかたい

と感じる場合に向いています。

「⻭ぐきでつぶせる」は⼝の中に⾷べ物が残る

ようであれば、「⾆でつぶせる」の形態を選び

ます。

重度の摂⾷嚥下障害の場合は、「⾆でつぶせる」を⾷べても誤嚥しますので、

ペースト状の「かまなくてよい」を選びます。

商品によってはゼリー状や形のあるムース状の介護⾷品もありますので、⾊々試して

みましょう。
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